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学校だより
第５号

令和５年８月３１日

美瑛町立沢小学校

美瑛町字美沢中央

２学期の始まりにあたって
美瑛町立美沢小学校 校長 温泉 敏

暑い夏がようやく終わろうとしています。本当に今年の夏は暑かったですね。

さて、学校も２学期が始まりました。始業式に私が子どもたちに話したことは３つでした。今

回はそのことを中心に書いていきたいと思います。

１つ目。それは、たくさんの人とつながってほしいということです。１学期は「畑の先生」に

学校外から来ていただきました。７月にはシンガーソングライターの道添祐一さんが来校して、

子ども達とたくさん交流をし、歌を創作してくれました。また、スポーツ交流会で地域の方と接

することもありました。

２学期は北海道教育大学旭川校の学生が実習に来ます。１日実習と１週間実習です。それから、

広島県の小規模の小学校と交流をします。たくさんの人と出会って、世の中にはいろんな人がい

て、人それぞれ感じ方、考え方が違うことを感じてほしいと思っています。その体験の中で琴線

にふれることがあるといいなあ、と思っています。

２つ目。それは、４月に私と約束した（勝手に約束したのですが）「自分がされていやなこと

は人にはしない」を守ってほしいということです。シンプルな言葉ですが、大切なことだと思っ

ています。実はこのことは４００年も前に教育書（日本ではありません）に書かれていたといわ

れています。今年度の学校経営のキーワードの１つ「尊重」につながってくれたらなあ、と思っ

ています。

３つ目。それは、「チャレンジ」をしてほしいということ。あわせて「失敗したらやり直しを

すればいい」と思ってほしいということです。その体験の積み重ねが人を創っていくことにもつ

ながるのではないかと思います。キーワードの「創造」につながってくれたらと思っています。

最近、ある新聞記事で「兵站」という言葉を知りました。記事の執筆者の言葉を借りると戦史

家マーチン・F・クレフェルト著『補給戦ー何が勝敗を決定するのか』を解説した歴史学者の石
津氏が使った言葉で「（戦争という）仕事の中で十のうち九までが兵站である」とのこと。

では、そもそも「兵站」とは何だろう？と思うと「必要なものを、必要なときに、必要なだけ

届ける」ということでした。

ちょっとびっくりしました。それは２つの理由からです。１つは、「伴走者」（今年度のグラ

ンドデザインで使った言葉）と似ていたこと。２つ目は教員不足対応です。「伴走者」は子ども

の成長に必要な支援を必要な時に、必要なだけを心がけ、先回りをしたり、過度な助けをしない

ようにすることを意味します。そうであれば、安心感を子どもは抱くでしょうし、チャレンジと

やり直しができるのではないかと思うのです。２つ目は教員不足問題です。教員不足は大きな問

題ですが、ここでは触れないでおきます。

戦争用語と教育とを結びつけるのはいかがなものか、と思われる方もいらしゃるかと思います

が、それはご容赦いただきたく思います。

２学期も様々な行事が行われます。保護者・地域の皆様には今後もお力添えをいただきますよ

うお願い申し上げます。
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～「おっ、おもしろい」 いいねぇ～

１８日（金）に自由研究発表会

が行われました。残念ながら本山

敢士さん、穂波さんの２名が欠席

し、９名の発表となりましたが、

よい発表会となりました。

各児童と作品（発表名）は右の

表をご覧下さい。

昨年度の冬休み明けに行われた

自由研究発表会から感心している

ことがあります。それは、発表後

の質問が途切れないことです。ど

んどん質問がでてきます。

今回も、たくさんの質問があり

ました。

ですから、次回はもっと質問が出てほしいと思いますし、例えば「こうやるともっとよくなる

と思います。」「同じようなことがあったので、よくわかりました。」といった意見が出るように

なったらいいなあ、と思っています。

ステンドグラス きょだいなビックリナイフ

マリオのはてなブロック

質問に答える

様子 ↓

↑

スマートボール ワニワニパニック 発表の様子

高学年は身近なことを調べました。子どもたちは端末を活用しな

がらいろいろなことを調べています。この端末は「文房具」のように使えるようになれば、とて

もいいなあと思っています。

ですから、「調べる」だけでなく、発表物を作成するように「アウトプット」の能力を身に付

けてほしいと思います。言い換えれば、どのように相手に伝えるか、どうやったら相手に伝わる

か、という相手意識をもって取り組んでほしいと思っています。

【作品名と作者】

遠藤 結誠さん 「マリオのはてなブロック」

本山 暖真さん 「ステンドグラス」

岩﨑 瑛大さん 「きょだいなビックリナイフ」

大場 斗輝さん 「スマートボール」

本山 穂波さん 「ワニワニパニック」

伊藤 喜久さん 「ニワトリの体の仕組み」

遠藤 一誠さん 「ファイターズの歴史」

大場 桜空さん 「頭のいい動物の順位」

藤原 颯さん 「雑草の名前について」

三上 琉斗さん 「トカゲの生活について」

本山 敢士さん 「しゃっくりについて」



- 3 -

【芸術鑑賞教室】
２３日（水）の午後、「美丘」で芸術鑑賞教室がありました。

今年度はミュージカルを鑑賞。タイトルは「もったいない ミュ

ージカル」でした。

テーマは「ゴミ問題」でした。ミュージカルを通してみんなで

考えていきたい、という事だと思います。

約１時間の公演でしたが、観客を巻き込んでのリズム遊び（手

拍子等）があったり、スピーディーな進行だったりで、子どもた

ちは楽しく鑑賞していました。

図書室で朝読書

←

ようやく、みんなが図書室に集まり、

朝読書をすることができました。短い

時間ですが、少しでも本に親しんでほ

しいと思っています。本の世界の面白

さを感じることができたなら、いずれ

本に戻ります。そのことを期待したい

と思っています。

【遠隔授業】
皆さんもご存じのように、明徳小、美馬牛小、美沢小の３校

で交流学習、修学旅行等を実施していますが、今回はデジタル

教科書を使った授業に遠隔で取り組みました。

３年生を明徳小の先生に、４年生を美馬牛小の先生に主とし

て授業をしていただきました。

この取組は初めての試みです。ですから、何が起きるかわか

らないですし、やったからこそ前に進めます。大切なことは「ま

ずはやってみること」でしょう。その繰り返しが授業の質を向

上させていきます。

今回は教育大学の方や教育出版の方も参観されていきました。

デジタル教科書は以前はもっと

早い導入をするような話もないわ

けではありませんでしたが、現段

階では外国語、算数・数学等の教

科が導入されるになっています。

ちなみに、翌日は２年生が取り組みました。町田先生が主にな

って授業を進めていきました。

今後、どんなふうに変わっていくのでしょうね。

【ジャガイモほり】

校舎のすぐ横にある畑で育てたジャガイモを収穫し

ました。今年のジャガイモは体育館側は大きさもよく、

子どもたちも声を上げながらジャガイモをほっていま

した。一方、玄関側は小さめのジャガイモが多く、数

で勝負。

全員で真っ黒になりな

がら楽しくジャガイモを

収穫しました。

収穫したジャガイモは

来月７日に実施する交通

安全キャンペーンで活用

します。喜んでもらえる

といいですね。

図
書
室
で
の
読
書
の
様
子
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【愛護少年団交流会】

←

→

夏休み中の８月３日に大雪青少年交

流の家で、東川中学校と２校で愛護少

年団交流会を行いました。

今回は美瑛町が当番でした。商工観

光課の方達が段取り等をしてください

ました。

かつては中央８町にあった愛護少年

団も現在は２校しかありません。でも、

こうやって続けていくことは大切なこ

とだと思います。

本校の愛護少年団も多くの体験を積

み重ねていってほしいと思います。

【８月のフォト】

→

右の６年生の写真は「ふるさ

と学習」で町長の話を聞いた後

の様子

左は２年生の遠隔授業のため

の練習の様子

日 曜 行 事 予 定

１ 金

２ 土

３ 日

４ 月 陶芸教室 １週間教育実習開始 スポ少

５ 火 学校運営協議会

６ 水 ALT クラブ

７ 木 交通安全キャンペーン １日教育実習

８ 金 特別支援交流会（中） ALT 研修日

９ 土

１０ 日 センチュリーライド

１１ 月 スポ少

１２ 火 美沢神社祭（午前授業）

１３ 水 児童朝会 ALT 委員会

１４ 木 交通安全キャンペーン予備日 保育所来校美 研修日

１５ 金 マラソン記録会 ALT

１６ 土

１７ 日

１８ 月 敬老の日

１９ 火 ふるさと学習（６年）

２０ 水 特別支援交流会（低） クラブ ALT

２１ 木 特別支援交流会（高）

２２ 金 マラソン記録会予備日 ALT

２３ 土

２４ 日

２５ 月 愛護少年団道路清掃

２６ 火 ふるさと学習（５年）生徒指導連絡協議会

２７ 水 クラブ ALT

２８ 木 命の授業（高） 研修日

２９ 金 通知表配付日 ALT

３０ 土
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